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中学校卒業後の進路
高校等のいろいろ

　中学校を卒業した後の進路は、様々にたくさんあります。似ている名前の学校

もあり選択に迷うこともあるかもしれません。ここでは、学校の種類や基本的な

内容についてご紹介します。

全日制高校

特徴①　１日を通して授業がおこなわれます。

•	朝から夕方まで１日を通して授業が行われます。

•	農業高校・工業高校など、実習が必須の高校もあります。

特徴②　学年制のため、留年があります。

•	学年制では、その年度内に取得しなければならない単位が決まっており、

一つでも単位を落とすと留年してしまいます。留年になると、その年度の

単位を全て最初から取り直す必要があります。

定時制高校

•	単位制と学年制があります。

•	年齢制限がないため様々な年代の人が通っています。

•	一般的には卒業に必要な単位は全日制より少なく、卒業まで４年ほどかか

る傾向があります。（３年で卒業可能な学校もあります。）

•	多くは夜間からの授業となりますが、「午前の部」「午後の部」も開講して

いる学校もあります。

•	夜間の部に通う人の中には、日中は仕事やアルバイトをしてから登校する

ケースもあるようです。時間のゆとりがあるため、学校生活と余暇（部活

動、アルバイト）などを無理なく両立させたい人に好まれます。

通信制高校

特徴①　自宅学習がメイン

•	コツコツ自分のペースで学習を進められる方は、相性が良いと思われます。

•	通信制高校はテキストを独学で理解し、課題に取り組まなければならない

ため、高い理解力と計画的に課題へ取り組む能力が求められます。

•	通信制高校には、スクーリングと呼ばれる１週間ほど集中的に登校して授

業を受けるカリキュラムがあります。ずっと在宅生活を送っていると、ス

クーリングのカリキュラムが負担となる方もいるようです。

特徴②　単位制のため留年がない

•	通信制高校は「単位制」のため、全日制高校のように留年はありません。

そのため、自分のペースでゆっくりと学習に取り組むことが可能です。

•	通信制コースのみを利用している方の多くは３年間では卒業単位を取得で

きず、５年以上通う方もいるようです。

その他

•	通信制高校は公立と私立に分かれており、学費に大きな差があります。

•	公立は年間５万円～１０万円が目安といわれています。私立は年間２５万

円が目安といわれています。１年間の学費は割安ですが、卒業単位の取得

までに時間がかかる方もいます。

サポート校

特徴①　通信制高校の補助機関という位置づけ

•	サポート校とは、通信制高校の学科を独学で勉強することが困難な人を３

年間で卒業できるよう、学習・生活・精神面でサポートするための機関です。

•	個人の勉強の進度に合わせて、細かく対応してもらう事ができるので、３

年間での通信制高校卒業が目指しやすくなります。

•	不登校・いじめ経験者へのフォロー体制があることが多いです。

特徴②　単位制のため留年がない

•	不登校を経験してきた生徒が通いやすい環境を整えているところが多く、

週１日の登校からスタートし、徐々に登校のペースを増やしていくという

ことも可能です。

•	いじめを経験している生徒も多く通うため、教員やカウンセラー等による

サポートが手厚いところが多いです。

その他

•	一般的な全日制高校よりも、校則や服装などは自由度が大きい学校が多い

です。
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•	サポート校は、学校教育上は学校として認められていません。高校卒業資

格を取得するため、サポート校に入学した時点で連携している通信制高校

へも入学したことになります。２つの高校へ在籍するため、学費は高くな

ります。

•	学費は週何日登校するかなどで、料金体系が変わる傾向もあります。週５

日登校する場合、年間で８０万円ほどが目安といわれています。

高等専修学校

　「高等専修学校」は中学校卒業後に進学でき、都道府県知事の認可を受けて設

置される教育機関で、「職業若しくは実際生活に必要な能力を育成し、又は教養

の向上を図ることを目的とする学校」です。

特徴①　職業技能カリキュラム

•	以前は、主に卒業後に就職することを目的としていたため、学校によって

簿記、木工、工業、服飾など専門の職業技能カリキュラムを持っていまし

たが、時代の変化によりパソコン技能等の習得にも比重が置かれるように

なりました。

•	サポート校よりも仕事について実践的知識、技術を学べるようになってい

ます。

特徴②　技能連携制度

•	専修学校には「技能連携制度」というものがあり、連携している通信制高

校があるところが多いです。その場合、専修学校へ入学すると同時に、連

携している通信制高校にも入学したことになります。高校卒業資格は、通

信制高校から発行されます。

•	２つの高校に入学したといっても、職業技能カリキュラムは通信制高校の

単位に数えられるため、授業量は多くありません。どちらかというと、学

科的な授業のウエイトが少ない傾向があります。

•	この場合、２つの高校へ在籍することになるため、学費が高いことが一般

的です。初年度の学費が入学金込みで７０万円～９０万円くらいが目安で

す。

　「高等専修学校」「高等専門学校」「専門学校」 の違いは？

　よく「高専」と略される「高等専門学校」は、中学校卒業者を対象とした

専門知識を学ぶことができる５年制の高等教育機関で、「高等専修学校」と

は別のものです。

また「専門学校」は高校卒業後に進学できるもので「高等専修学校」「高等

専門学校」とは別のものです。

特別支援学校　高等部

詳しくは 44 ページの「14 特別支援学校ってどんなところ？」をご覧ください




